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悪心院本仏画粉本と南都絵所芝座

松尾 芳樹

京都市立芸術大学芸術資料館に所蔵される ｢田村宗立旧蔵仏画粉本｣には､幕末期の律僧憲

海の書写による粉本が多数含まれる｡その中に､宇治にある悪心院の旧蔵仏画粉本39点を嘉永

3年 (1850)に書写したものがある｡原本は､中世に南都絵所として活躍した芝座に関する粉

本である｡芝座は興福寺の一乗院門跡に従属する絵所のひとつであるが､資料に乏しく､その

全体像は明らかではない｡近世初頭に開かれた恵心院は､芝座と直接の関わりはないが､宇治

白川の金色院を介して粉本は移動したと思われる｡これら原本は､芝座の絵師､琳賢観重､侍

従観深､中将観英によって描かれ､永正14年 (1517)から元利 5年 (1619) までの年紀が兄い

だせる｡時代の変化に翻弄されて衰退する絵所座の活動状況をうかがわせる資料として菓重で

ある｡意海は､これらの粉本を六角堂能溝院の仏画工房で制作に利用した｡

主要項EI:粉本 恵心院 白川金色院 南都絵所 芝座 大願憲海 琳貿 観重 観深 観英
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(田村宗立旧蔵仏画粉本と恵心院本)

近世末期の仏教図像として､京都市立芸術大学芸術資料館に所蔵される ｢田村宗立旧蔵仏画

粉本｣川 は貴重である｡京都六角豊能満院に任した増大願意海 (1798-1864)が､生涯をかけ

て収集活用した粉本を中心としたこの資料群には､多くの情報が記録されている｡概要はすで

に､法蔵館発行の F仏教図像衆成一六角豊能満院仏画粉本』 2̀'により紹介されていて､重複す

るが､後述する資料の解釈のためにその理解が必要なので､簡単に紹介しておく｡

能満院は､六角堂の名で親しまれている天台宗頂法寺 3̀)の境内にあった僧院である｡虚空

蔵菩薩を本尊とする､真言宗智積院末のこの寺に仏画工房が開かれたのは､粛永 4年 (1851)

頃と思われる｡工房には最盛期 8人の僧を数える盛況を呈したといわれるが､元治元年 (1864)

7月､蛤御門の変による兵火により烏有に帰 し､そのまま廃寺となった｡憲海は寛政10年

(1798)会津に生まれた｡晩年使用 した大願のほか､林岳､無言蔵などとも号 している｡青年

期に豊山長谷寺で研鍵を積むが､天保 3年(1832)河内長栄寺の黙住信正 (1765-1833)に進
具し､律僧として､宗派を離れた道を歩むようになった｡一旦､会津八角神社の別当亀福院 川

に住したが､やがて弟子の大成 (1828-1891)を連れて畿内に戻 り､能満院に任して図像の収

集とその流布に専心するようになった｡元治元年の回禄で焼け出され､神泉苑南の蓮光院 (5'

に避排したが､被災後間もない9月にこの地に寂した｡工房に蓄えられた図像勝本､版木類の

多 くはこの時焼失 したが､絵本箪笥二枠分はかろうじて持ち出され､これらは､田村宗立

(1846-1918)の手元を経て､現在の京都市立芸術大学の前身京都市立絵画専門学校に寄贈され

たOその総数は約2700点で､この内1割は木版墨刷である.現在も大半は使用された当時のま

くりの状態で絵本箪笥とともに保存されている｡

この粉本群のうちおよそ5割の作者が明らかとなっており､そのうち6割強は憲海の関与が

確実な粉本である｡憲海の書写した粉本には､特徴ある一群をなしているものがあり､嘉永 3

午 (1850) 1月28日から2月18日にかけて､精力的に模写されている ｢悪心院 (蔵)本｣と留

番のある粉本も､そのひとつである｡短期間の作業ではあるが､その数は39点にのぼり､複数

の墨書に宇治とあるのでこの悪心院が､宇治市宇治山田にある朝日山悪心院のことであるのは
間違いない0-時に多数を模写したにもかかわらず､中間に存在する模本の存在を推測させる

記事がなく､憲海の他の粉本頻の書写状況を考慮 しても､恋心院所蔵本そのものを眼にして､

これを模写したと考えてよい｡模写は怒 海ひとりで行っており､大半に ｢無言蔵｣の署名と日

付の書き入れがある｡

この恋心院本模本の興味深い点は､｢本云｣として原粉本の墨書を書き写しているものが多

く､その大部分は南都絵所､それも芝座に関わる記事であることだ｡これらは中世の絵仏師に

関する菓重な資料として注目してよい｡別表のとおりこの粉本群に書き入れられた南都絵所関

連の年紀資料を並べてみると､原粉本は､永正14年 (1517)から元利元年 (1615)まで､約百

年の間に描かれたものとわかる｡そこには､芝法服観重､侍従観深､中将琳貿観英という三人

の芝座の絵師の名を見ることができ､これは斎藤彦麻呂の F図画考』に示された芝氏系図{6'

に一致して､16世紀の芝座の制作状況を概観できるものとなっている｡

以下､この悪心院本の来歴を考察し､その資料性を紹介 したい｡悪心院本模本で､すでに
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悪心院本年紀目録

年 紀 日録番号※ 名 称 筆 者 r仏教図像賛成Jの図

録番号永正14 15175月19日 18 粥,/J叩E如来像 芝喜多坊敬重

法橋 宋成一1136大永4 1524 3月 29

蔵菩薩像 東成-2102享禄 5 1532 ★ 奈良鹿田薬師

堂菜師如対象胎内墨書鈍 芝[コ[コ坊観垂法服天文4 1535 5月 6 排才天像 宋成-2211

天文5 1536 11月 34 毘血退那如来像 宋成一1

163天文5 1536 5月 ★ 奈良 東大寺 東大寺大仏縁起

芝法IR琳貿天文7 1538 2月20El 4

蔵菩薩像 芝喜多妨 朱成一2108天文8 1539 2月19日 31

王権現像 桝韮 衆成-4050天文8 1539 5月 12

471lJ(托如来像 芝法服喜多坊 衆成一1133天文10 15416月20日 17 渡Hlj:文殊菩薩像 諜多坊 粍成-206

9天文14 1545 2月 ★ 愛知 妙伝寺本 ｢浬東園｣ 芝槻
重法眼琳賢天文14 1545 3月 30 排才天十

五童子像 喜多坊 雑成一2216天文15 1546 9月8l≡ ★

良 能榊院 天川弁才天曳茶維 芝琳田房天文18

1549 2月15□ ★ 良 唐招提寺 浬矧雲ー 林賢天文18 15494月13ヒl ll ー弥陀三尊像 観重法服 集成-1128

天文20 15516月11巨 27 蔵菩薩

像 喜多坊天文22 1553 3月3Jj 8 毘沙門

天吉祥天善鵬師像 喜多坊本 朱成-2199天文22 155

3 4月23日 7 --三仏図 芝喜多坊敬重 架成-1183天文2

2 1553 6月 ★ 奈良 春日大社 絵馬 琳賢永禄元 1558 4月5ヒ

l26 ･J弥陀三尊来迎図 喜多妨本永禄8 1565 9月 39

-三仏図 喜多坊観探 宋成一1184(永禄 8) 1565 9月

(10) (十三仏図) 喜多坊観探 架成一1187永禄13(長掛ま誤が 1570 1月 25 雨宝童子像 芝

絵所喜多坊侍従公親疎 衆成一4019天正8 158010月18日 2 子氏荒神像 右方芝

絵所喜多坊観探筆 衆成一4092天正9 158110月18E 35 六地蔵像

芝絵所喜多坊親疎 宋成一2115天正lO 1582 8月 1

6 排才天像 右方芝喜多坊親疎 宋成一2210天正16 1588

8月 28 地蔵菩薩像 中将(天正17) 1589

7月27日 37 El可;i,/)-J;'E如来像 芝喜多妨離探 究成一1119天正17 1589 7月27日 ★ 兵雄 大兇寺 当麻畳茶羅 富多之坊後称賢
観探法眼及中将十五歳天正19 1591 1月 19 十三仏図 富多坊琳貿 米

成一1186天正19 1591 1月8l≡ 13 文殊菩薩蓄財童子像 中将

緊成一2067天正20 1592 2ノ｣ 14 十一面観音像 (長谷寺式)

喜多坊(Ptj-[三20) 1592 2月 (20) (高野四社明神図) 芝絵所

喜多坊観深 衆成-4053文禄3 1594 1月 5 十三仏l窒l

右方喜多坊琳賢 米成-1185)遥長7 1602 6月 20 高野匹l杜明神図 南都

芝絵所右方喜多坊中将軌英 米成-4053趨長14 1609 5

月 32 十三仏図 南都芝之絵所喜多坊中将琳賀観英 架成-1189慶長14 1609 5月 10 十三仏図 南都芝之給所喜多坊中将琳賢観英 架成



『仏教図像衆成』に収録された32点に未収録の7点を加え書写日順に一覧したのが付録の ｢悪

心院本模本仏画粉本目録｣である｡また画像未公開の資料についてはその図版を収録した｡

(宇治朝日山恵心院)

京都府南部､朝日山の麓､宇治川の辺に位置する悪心院は､現在真言宗智山派の寺院である｡

寺伝では､嵯峨天皇の弘仁13年 (822)空海を開基とした龍泉寺をその創建とする｡これは空

海がこの寺地をして､唐の青龍寺の地勢に似ると観じて､命名したという｡その後荒廃したが､

寛弘2年 (1005)比叡山横川の僧源信が､浄土信仰の道場として再興し､その名を朝日山悪心

院と称するようになったと伝える｡

しかし､近年の ｢忠心院文書｣の調査などから､恵心院の開院は16世紀末のことであること

がわかってきた 7̀'｡恵心院に遣る木造の賢弘法印座像の胎内墨書に ｢宇治郡乗琳坊賢弘法印.

道修御影千時慶長弐季丁酉八月上旬.七十七歳.道立之施主関東下野国茂木之住.極大僧都良

泉恵心院住持当院開山仕.即鵠末代令作之.弥勘院法印良泉敬白｣とあって(再)､悪心院の開山

が良泉という僧であることを記し､開院は慶長2年 (1597)をやや遡る時期であることを示唆

している｡幕末期､慶応4年 (1868)に悪心院が役所に届けた文書には川)､良泉が真言僧であ

ることと､悪心院が無本寺であることを記している｡現在は智山末となっているが､近世にあ

っては本末は確立していなかったのであろう｡

また良泉が開山の記念として座像を道立した賢弘という僧は墨書にもあるとおり､宇治白川

金色院諸坊のひとつ乗琳坊の住持であったと考えられる｡墨書から判断すると賢弘は永正18

(または大永元)年 (1521)の生まれということになり､悪心院文書から慶長 5年 (1600) ま

では存命が確認できる(仰｡ただ､どの宗派に属していたかは明確ではない｡

金色院の創建には不明瞭なところがあり､その存在が碓認できるのは14世紀になってからで

ある｡寛正4年 (1483) 8月 『金色院御堂再興勧進状』 (11'には園城寺の諜朝を開基としており､

その後も文書類には天台宗と記すものが多いので､天台宗であったと考えてさしつかえないが､

近世には本寺を持っていない｡嘉吉元年 (1441)の 『興福寺官務牒疏』'L2)に ｢白河寺金色院｣

が収録されるところを見ると､中世には興福寺とも何らかの関係があったと考えられ､賢弘の

出自については不明な点が多いのである｡

中世以後宇治白川では茶の生産が盛んで､金色院の諸坊も製茶を副業としていた､中にはそ

のまま生業に転じてしまい､寺を廃して離れる者もあったというが､それだけに茶師との関わ

りを持つことが多く､乗琳坊賢弘もまた､有力な茶師で宇治郷の代官をつとめた上林家とのつ

ながりが強かった｡上林家は丹波上林郷を出自とし､早くから宇治での茶業に関わっていたが､

天正期に久重 ･掃部丞の親子が宇治に移住して､茶師となったとされる｡悪心院が開かれたの

は､掃都丞すなわち上林久徳の時代であり､良泉と賢弘と上林家のつながりを示す文書も遺さ

れている (13㌧ 悪心院が上林家の祈祷寺という性格を持つことは否定Lがたい｡

慶長以後､徳川家光の乳母であった春日局の祈願を受け､幕府との繋がりを得たことや､上

林家に関わる祈祷を行うなどして､寺勢は増した｡このころ白川金色院の蔵坊の領地三十石が

悪心院に宛てられ､実質悪心院が蔵坊を兼帯するようになり､小倉村にあったわずかな寺領と
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ともに寺の経済の基盤としていた｡しかし､祈祷寺であった恵心院の経営は寄進にたよるとこ

ろが大きく､有力な寄進者の確保は重要事であった｡その過程で､17世紀の半ば頃､先の寺伝

のような由緒が成立したと考えられている仙)｡もちろん､こうした由緒が全くの創作であると

断定することは難しく､その原型となる伝説や草庵などが存在したとして不思議はないが､現

在の忠心院とこれらを直接結びつける痕跡はない｡従って ｢悪心院本｣と憲海が記した粉本群

の成立も､悪心院成立以後つまり慶長期以後と考えてよい｡

(芝座と琳賢)

芝座についてはかつて森末氏によって詳細に考察され､吐田座､小南院座､吐田助座とと

もに南都絵所の中心的存在として､一乗院家に従属する絵仏所であることが､示されている

(.5)｡大乗院家に属した吐EEI座には 『大乗院寺社雑事記』(16)のような膨大な記録が遺されてい

るのに比べ､一乗院家に属した､芝座､小南院座､吐田助座は､記録に乏しく､その歴史は

断片的にしか確認しがたい｡南都絵所という存在は給圧は 介した従属性を基盤に成り立って

いたため､応仁文明の乱以後の､社会構造の変化は､当然のように彼らに影響を与えた｡吐

田座の衰退も含め､南都絵所謂座が中世末期､解体の傾向を見せたとする見解は異論のない

ところである 】̀7'｡

現在認識されている芝座の概略としては､次のようなものである｡その出自は不明であるが､

鎌倉時代中期に観実､室町時代中期に観深､観盛､観覚､観尊がいたことが知られ､その本流

は観の字を冠したことから観派とも呼ばれる｡また､庶流には慶の字を冠する一派のあったこ

とも知られており､15世紀の末頃から慶舜 (慶順)といった絵師の活動が見られる｡16世紀に

は観重､観深､観英らが広く他山に仕事を求めて活動した｡芝座の呼称はその住地が元興寺近
くの芝の地であるところにちなむとされる｡

かつては､天文5年 (1536)制作の ｢東大寺大仏縁起｣の作者芝法服琳賢が吐EEl座の絵師と

考えられたこともあり(】8)､芝座についての認識のあいまいな状況が続いたが､近年は､資料調

査や研究が進み､以前よりその実像がわかりやすくなっている｡

まず､この芝法眼琳賢に関わる作例を見てみよう｡彼の作品で最もよく知られているのは､

先に示した奈良県東大寺所蔵の ｢東大寺大仏縁起｣ … である｡東大寺の勧進僧祐全によって発

願されたこの絵巻は ｢東大寺縁起｣20巻の抄録本として制作された｡各巻の奥書に ｢絵 芝法

眼琳賢｣と書かれており､『東大寺絵所ET記』伽)にも記事がある｡かつては森末氏の見解に従

ってこの琳賢を吐田座の絵師と見ることが一般であった｡しかし､小松茂美氏はこれに疑義を

持ち 2̀1'､かつて森末説に従った河原由雄氏も､これを芝法眼観重という芝座の絵師であること

を確認する 2̀2)などの経緯を経て､この芝法眼琳賢を芝座の絵師とすることが定着したのであ

る｡そこには､奈良県株井市の東田薬師堂の薬師如来座像の事禄51午 (1532)の胎内銘に ｢絵

所芝ロロ坊観重法眼｣と記されている報告 (2J'から､芝座の観重という絵師の存在が明らかに

なったことがある｡

奈良県春日大社には､天文21･22年 (1552･53)の春日社社殿造営の際に､その彩色に与っ

た絵所絵師が奉納した ｢絵馬板｣4面が春日大社に遣っている(2㌔ 板裏の墨書銘により､その
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-は吐田座の琳固有活､その二は吐田助座の介､その三は芝座の琳賢､その四は松南院座の帥

公尊眺の作とされている｡琳賢の名はただ ｢筆者琳貿｣と記すだけで､そのため一時は琳賢が

吐EET座の絵師である証としてこの銘が利用されたこともあった(25)｡しかし､琳固有活の銘には

｢白石方左方給所五人 安居坊江一枚宛奉寄進由｣また ｢左方絵所吐田琳囲｣と記されており､

左方が大乗院方の吐田座をさすとすれば､右方の絵師がそこに加わる必然があった｡右万が一

来院方すなわち芝座､松両院座､吐田助座をさすと考えるならば､ここに芝座が加わって当然

であり､琳紫を右方芝座の芝琳賢にあてることが､無理巨のない解釈と理解されるようになった

のである｡現在では､さきの ｢東大寺大仏縁起｣同様に､芝法眼琳賢の作と鑑定されるに至っ

ている｡

こうした､既知の作品の再検討が進んだ背景には､近年の文化財調査の進展によって得られ

た新たな知見が､旧説の解消を求めたことがあった｡

愛知県名古屋市日蓮宗清長山妙伝寺に所蔵される ｢浬柴図｣̀26'には､表具裏に正徳6年

(1716)の銘文があり､併せて旧表具の裏書きおよび旧軸木銘を書き写した墨書軸がある｡そ

のうち軸木銘とされる墨書に ｢御本尊南都絵所芝観重/法眼琳賢書之喜多坊/薬者笠坊口入/

天文十凹乙巳年二月吉日/多気大御所より□き志ん｣と記されている｡北畠暗具の関与の中で

天文14年 (1545) 2月に芝観重法眼琳異により制作された浬矧司があり､それが元亀 3年

(1572) 2月に大徳山正覚禅寺 (所在不詳)に寄進された｡それが天正 5年 (1577) 2月13日

に妙伝寺に寄進され､正徳3年 (1713)に表具の新調を行い､同6年 (1716)に供養をしたも

のという｡伝来がすべて明らかになっているわけではないが､軸木銘の記事の信頼性を裏付け
るには十分であろう｡｢南都絵所芝観重法眼琳賢昔之喜多坊｣の墨書は､芝法眼琳賢が芝座の

絵師観重であることを明確に示しており､年紀を伴うことで貴重である｡

また､兵庫県大覚寺の ｢当麻畳茶羅｣̀27'は､『多閉院Eほ己』(2割天正17年7月27日条及び同18

年正月3EI条にその経緯が記されている作と考えられており､表具裏に ｢筆者南都芝絵所喜多

之坊 後琳賢観深法眼及び中将十五歳｣と記されている｡観深が 『多聞院日記』に天正4年

(1576)から登場する侍従であり､彼が琳賢の後継者であることと､その子中将の年齢がわか

る墨書であり､本作が芝座の観深と観英の合作であることを示す｡この墨書はまた､彼らに先

行する芝法服琳資が芝座の絵師にほかならないことをも教えてくれる｡ちなみに､ここに記さ

れた中将の年齢は 『多聞院日記』天正ユ4年3月13日条の記事 ｢絵所侍従子十二才得度事中間｣

とも合致しており､中将観英が天正 3年 (1575)の生まれであることを､再確認することがで

きる｡

こうした琳賢に関する､共通認識の形成によって､奈良県長谷寺能満院の ｢天川弁才天旦茶羅

図｣̀洲も､奈良県唐招提寺の ｢淫楽図J(州も､芝法眼琳貿観重の作として梼緒がなくなったO

前者には､旧表具裏に ｢筆者芝琳賢房 天文ロロ丙午九月八日｣の墨書があって､天文15年

(1546)にこの図を芝琳賢が描いたことが知られ､後者は､表具墨書銘に天文18年 (1549)に

｢林賢｣が描いたことが知られていたが､芝座の琳賢の存在が確認されることで､その鑑定が

容易となったのである｡
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(恵心院本と芝座)

恵心院本墨書の貴重な点は､観重､観深､観英の活動時期がかなり正確に把握できるところ

にある｡もとより､転写された記録ゆえ､その記事が無批判に受け入れられるべきとは考えな

いが､その墨書も図像も､特に矛盾を感じる点はない(31)0

観重は永正14年 (1517)5月法橋として粉本墨書 (目録18)に現れ､しかも東大寺新禅院の本

尊阿弥陀如来像の筆者であったことが記されている｡｢東大寺大仏縁起｣を制作する二十年前か

ら東大寺の絵事に関わり､しかも､すでに法橋であったことから､これ以前に何らかの功績をあ

げていたと考えられる｡そして､F東大寺絵所日記jによれば琳賢は天文23年 (1554)に東大

寺八幡宮の彩色を行っているので､活動期は38年以上の長きにわたったことが確認される｡

また､弘治3年 (1557)6月に完成した京都市東山区禅林寺の｢当麻星茶羅図 (顕貞星茶羅)J(all

が琳賢によって描かれたとする寺伝を認めるなら､その活動期間はさらに3年伸ばすことが可

能だろう｡

次いで､粉本墨書から観深が永禄8年 (1565)9月十三仏図を描き (日録39)､天正20年

(1592)高野山四所明神図を描いたこと (目録20)がわかるので､28年間の活動が確認できる｡

これは､F多閉院日記』において侍従の作画を示す記述が天正19年3月20日条 ｢侍従-立寄､

天女書ヲ見了｣を以て終了していることと､符号している.侍従の名は F多聞院日記』文禄4

年 (1595)正月5日条まで見えるので､この頃に芝座の当主が琳賢観英-と譲られたことが推

測されよう｡

だが､ここで注意しておかなければならないことがある｡『尋憲記』をみれば､元亀2年に

は芝座の当主は侍従観深に移っていると見なければならず(川､粉本においても永禄年間以後琳
賢観重のものは見あたらない｡にもかかわらず､F東大寺絵所El記』の元亀3年の記事に ｢琳賢
方｣あるいは ｢琳賢｣という記述があることであるO従来この F東大寺絵所El記』の記述から

芝法眼琳賢は元亀3年まで活動していたかに考えられているが､琳賢観重が永正14年に法橋と
して画事に当たっていることからすれば､元亀3年は55年後であり､年齢は70才を越していた

ことになる｡絵所の当主として職を全うするにはいささか高齢にすぎると思われ､加えて弘治

3年を蔵後に､琳賢の画作を跡づける資料もないこと('''から､この 『東大寺絵所日記』元亀

3年 (1572)の記事に見える ｢琳賢方｣あるいは ｢琳賢｣の語が､観重その人を指すと考える

ことには疑問を禁じ得ない｡実際ここでの用法は､作者を表すのではなく､仕事の家別分担に

ついての記述である｡先の大覚寺本｢当麻畳茶羅｣において観深を ｢後琳賢｣としてわざわざ琳
賢の名を使って表現していることから考えると､琳賢という名に個人を超えた意味を与えてい

たことをうかがわせるし､粉本において観重は､琳賢の名をほとんど使用しておらず､観重の

時代､この琳賢の名には公的な役割があったのではないかと推測する0『東大寺絵所日記』は､

芝座とはいいながら､庶流である助座の藤勝が書いたものであり､琳賢は他家の名であったた

め､このような使用があって不思議ではない｡琳賢という語に琳賢派とでもいうべき意味が宛

てられる場合のあることは注意すべきであろう｡

また､F多聞院日記』などによって天正3年 (1575)の生年と天正14年 (1586)からの作画

活動が明らかな琳賢観英は､粉本に見る元和元年 (1615)の墨脊 (EI録36)によって､従来慶
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長年間と考えられていた没年を､元和年間まで延ばす必要が生まれ､その活動期間はより明確

となっている｡

(芝座の系図)

このように､恵心院本模本の墨書によって､観重､観深､観英という三代の絵師の活動期間

が明確さを増したために､従来から知られていた芝座の絵師との関係も､今少し積極的な推論

を立てられるようになってきた｡

興福寺東金堂内維摩居士像後犀台座天板裏面墨書銘中の長禄4年 (1460) 7月18日付けの墨

書には､惣座一乗院方としての七人の絵仏師の序列が示されていて､一膳と七膳は小南院､三

腰と凹偶は京終が占めるが､のこる三人を二騰武蔵観盛 ･五臓民部観覚 ･六胸三河観尊と芝座

が占めており(35)､15世紀中頃の一乗院方絵所にしめる芝座の位置がうかがえるO

彼らに先行する絵師法眼観深については､大阪府守口市の佐太天満宮にある ｢北野天神縁起｣

(I-̀-)の文安三年 (1446)箱蓋袈朱漆番に ｢芝法眼観深之輩｣とあるので､凡その活動時期がわか

る｡三河法眼観深と記す 『増訂古画備考』̀･汀'では､彼の作という ｢子鹿真興像｣を宝徳頃と記

しているが､推測される彼の活動時期から考えて妥当な伝承である｡観深を当時の芝座の当主

と見ることに矛盾はない｡しかし､長禄4年興福寺金堂内の墨書では､芝座の当主は武蔵観盛

になっており､年少と思われる観尊が三河を称しているので､観深はこれ以前に亡くなったか

引退したと考えられる｡従って､芝座の系譜として法眼観深から観盛の継承は認めてよいと思

う｡

また､観深の名の継承から､観重以後を､観盛の末筒とする可能性も高くなった｡観盛につ

いては､東大寺の永和本四聖御影図が永和 3年 (1377)に美濃法橋観盛という絵師によって描

かれたことが知られており(捕-､この一派においては､名の継承が少なからず行われた可能性が

ある｡観尊については､観盛の子である可能性もあるが､活動期間に不明の点が多く､ここで

は暫定的に観盛､観覚､観尊を兄弟としておく｡法眼観深の活動期が15世紀前半であり､粉本

の年紀から分かる観重の活動期が16世紀の前半であることから考えれば､観盛と観重の間には

少なくとも二世代はいたと思われ､観深以後の系図は以下のように推測することができよう｡

観深 (三河法眼) 観盛 (武蔵)一口-ロー観重 (法眼琳賢)-傾深 (侍従)一観英 (中将琳買)仙

観覚 (民部)

観尊 (三河)

観盛から観重に至る数十年は､応仁文明の乱後にあたり､吐田座の衰退や松南院座の大乗院

方への進出があり､芝座においては慶派の台頭も見られる時期で､南都絵所に大きな変化の生

まれた時代である(4O)｡この変化があればこそ､絵所の再構築に乗じて､芝座が大乗院方にまで

活動を展開することができたのであり､また､その俄烈な受注争いは､彼らの置かれた境遇が

次第に厳しさを増していたことを物語るといえる｡

実体をともなう中世的な絵所座の崩壊は､15世紀の大和国内の内紛と16世紀の外部勢力の大
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和侵入によっていかんともしがたく､中世末期には､興福寺両門跡が絵所を従属させる力はす

でになかったと考えられる｡他方､16世紀末には､中性絵所の系列と異なる竹坊のような絵屋の

出現も見られ 4̀日､絵所は､従来の仕事の他に､独自に生計の道を模索する必要が生まれていた｡

こうした､衰退期の南都絵所を物語る際､気になるのが､右方と左方という語であろう｡先

にも述べた春日大社の天文21･22年 (1552･53)｢絵馬板｣4面の墨書銘から､15世紀中頃に

は､南都絵所を左方と右方と分けて認識していることがわかるが､その後もこの呼称は長く使

用されていたらしく､恵心院本に 1点だけ含まれる左方絵所粉本 (目録 3)は､元利 5年

(1619)の年紀を持っている｡芝座においても､右方の語は天正8年 (1580)(目録2)以後少

なくとも慶長14年 (1609)(日録21)まで使用されたことが確認でき､逆に､古い粉本には見
られない｡そして､元利期に ｢南都左方絵所｣と称するのは､岡村大蔵という絵師であり､中

世以来の南都絵所座とは異なる系列と思われる絵師が登場している｡継続する南都絵所の再編

の結果､従来の-来院方､大乗院方という編成は解休し､右方左方の語を継承する何らかの基

準で再編されるに至った可能性をうかがわせる｡南都絵所が衰退して実体を失ってたとしても､

なお絵師にとってその名は､重要な経営資源であったのであろう｡

(恵心院本の留書)

『多聞院日記』には侍従や､琳賢に関わる記事があるが､その中には画作についての記事も

多い｡例えば､天正13年 (1585)3月25日粂 ･12月15日条 ･同19日条には､道空の忌日あるい

は大乗院尋憲の葬儀に資するため､観深に対し十三仏図制作が依頼されているし､天正 5年

(1577)10月22日条 ･同9年 (1581)11月5日条 ･同13年 (1585)10月18日条では観深が地蔵

'･,･=ト,.･.訂 尊像を挑えたことを記すほか､天正6年 (1578)9月13日条 ･

こ㌫ L･I- †~｢晦

, 同15日条 ･11月29日条 ･同8年 (1580)2月11日条 ･9月7日

粂 ･同9年 (1581) 9月10日条 ･10月 9日条などに観瀧への阿
弥陀像の制作依頼があったことを示す記事がある｡加えて､天

正18年 (1590)8月5日条には､観深と弁才天像制作に関する

… 記事 もみえる｡粉本の中にも､阿弥陀如来像 (目録 2･30･

14 十一面観音像 (長谷寺式)

33･35･41･43)､十三仏図 (日録3･5･13･19･31･33)､地蔵

菩薩像 (日録10･23･26･40･41･42･44)､弁才天像 (日録3･

4･6･9)の図像があり､院家に奉仕する絵所が､祈祷本尊

や追善供養のためしばしば描いたこれらの画題 相 から､16世

紀の芝座絵所の仕事の有様をうかがうことができるだろう｡中

将琳資は天正16年 (1588)11月16日条に見るとおり長谷寺本尊

を描いたことが知られているが､天正20年 (1592)の ｢十一両

観音像 (長谷寺式)｣(EI録14)は､その粉本を継承するものと

考えられる｡芝座の仕事の具体的な痕跡といえよう｡

このほか､粉本の墨書は､様々な情報を教えてくれる｡たと

えば､｢天文五年申十一月日/ユウセン上人｣との墨書のある
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大寺再興勧進の為の制作に関わるものと考えてよいだろう｡また､興味深い資料としては､天

文18年4月に筒井家から観重に依頼された ｢阿弥陀三尊像｣(目録11)がある｡これは官符衆

徒棟梁で一条院方であった筒井家の順昭からの依頼と思われ､その子順慶が3月3日に生まれ

た直後の制作である｡翌年順昭は病没することを思えば､その制作の意図が推し量られるとと

もに､筒井氏からの依頼を受ける芝座の南都絵所における位置をうかがわせる｡

憲海の書写した粉本の中には､恵心院本以外にも､侍従観深に関わるものがある､高山寺方

便智院において慧友僧護のもとで閲覧した ｢春日若宮神像｣(-4)の画軸の模本である｡この軸に

は裏書のようなものがあったらしく ｢本云/天正九年八月-日石方芝喜多坊侍従観深/山之上

登心院六月廿八日二御夢想/御覧シテ如此被害七候/春日御供所ノ前ニテノ事ニテ候｣と留書

がある｡興福寺発心院は現在の高畑山ノ上にあった子院で､玉林院ともいい大乗院方に属して

いた｡芝座が多聞院に限らず､他の大乗院方の仕事をも受けていたことを教えてくれる｡

近世初頭の芝座の動向について､興味深いのは､慶長14年 (1609)5月及び9月の軍紀を持つ中

将観英の粉本である｡大坂城の五泉坊の依頼により制作した十三仏図2点 (目録10･32)と､大坂

城茶会のために挑えられた文殊菩薩普賢菩薩像 1点 (目録21)は､豊臣方の依頼によって制作さ

れたものと思われ､具体的に芝座の活動がうかがえる資料としては､最も時代の下るものである｡

この頃､興福寺及び両門跡の寺領は､文禄検地によって大きく没収され､かつて興福寺の力

を背景に大和を治めていた筒井氏も､徳川家康方に組することによって､所領を保持する有様

で､経済的にも政治的にも､興福寺の勢力は衰退していた｡

一乗院方のみならず大乗院方の絵事にも関わり､ 中世絵所座としては最大の勢力となったと

考えられる芝座にとっても､状況は深刻化する一方であったと思われる｡観深の時代には､ま

だ､興福寺の他に､東大寺や四天王寺や高野山など他山の絵事に関わることで､経営の余地は

あったようだが､観英の時代になると､広く仲介者を求め､顧客を拡大するほかない状況であ

ったのだろう｡絵所の看板のみは依然許されていたが､一般の絵仏師と何ら変わらぬ存在であ

り､そうした活動状況そのものが､絵所の衰退ぶりをうかがわせる｡それは機構であった芝座

が､機能である芝派への変身を余儀なくされる歴史であったと思われる｡

(恵心院と恵心院本)

悪心院本模本に遺された墨書は､原粉本の墨書記事の写しと書写日付と署名と捺印によって

構成される単純な構造のものが多い｡これだけの点数がありながら､ 中間に位置する模本や所

蔵者を記したものがないため､悪心院が所蔵していた原粉本からの模写と考えてよいと思う｡

ただ､これらは､実際には悪心院で模写されたものではなかった｡嘉永 3年2月5日に模写し

た ｢阿弥陀三尊像｣(目録11)に ｢於皇都室町通高辻上ル山王寺｣と記されているので､洛中

の山王寺で模写したことがわかるためである｡従って､この時､寺外に持ち出されていたこと

は間違いない｡その後､無事恵心院にこれらの粉本が戻ったのか確認するすべはないが､現在

の恵心院にこれらの原粉本が存在しないことから､幕末以後､散逸の道をたどった可能性が高

いo恵心院の伽藍は明治大正期に縮小しており(45)､什物の運命も推し量ることができるO

恵心院については先にその歴史を概観したが､18世紀も後半になると徳川家との関係も希薄
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となり､上林家の衰退によりその後ろ盾も力強さを失っていた｡江戸時代後期には相当に困窮

していたと思わjt､天保14年 (1843)､弘化 2年 (1845)に什物開帳をして寄付を募っている

(-{･)O 憲海の書写にやや先行しているので､この開帳を期に､伝えられた忠心院本の寺外流IliJ,の

契機が生まれたのではないかと思われる｡

それでは､なぜ芝座の粉本が恵心院に遺されたのかという問題がある｡もとより､悪心院は

開山の良泉以来真言宗の寺であり､南都や興福寺と直接関わることはなかった｡近世初期､悪

心院に絵仏所が置かれた形跡もなく､周辺においてわざわざ南都の絵師が関わるような遷仏が

行われることもなかった｡悪心院と芝座の直接の接点は兄いだせない｡しかし､忠心院が白川

金色院の乗琳坊とその開院当初から関わりを持ち､17世紀には蔵坊をその管理下に置いたこと

からすれば､金色院との関わりの中で､南都絵所の図像を入手する機会がなしとはいえなかっ

た｡先にも述べたとおり､金色院諸坊が中世には興福寺と何らかの関わりを持っていたことが

うかがえるし､『多閉院日記』天正15年 (1587) 6月17日条には多聞院主英俊より宇治白川蔵

坊の般若妙光に茶用の壷を送っている記事もある｡芝座と関わりの深い多聞院と白川金色院そ

れも後に悪心院が兼帯する蔵坊が関わっていたことは､南都絵所から恵心院へと伝えられる粉

本に細々とした道がつながっていることを教えてくれる.

悪心院の整備は､延宝4年 (1676)の本堂造営を以て盛期を迎える｡悪心院良牧が寛文13年

(1673)に記した勧進状 (47)を見れば､この頃までに､その由緒も確立したと思われ､一連の活

動の中で､什物の収集も行われたと考えられる.たとえば､現在も悪心院に遣る ｢阿弥陀如来

画像｣には､18世紀初頭に良純によって記された由来記 u8)があるが､由緒と什物との結びつ

きを意図的に作り出した様子がうかがえる｡こうした什物の収集は､新興の祈願寺であるがゆ

えに､寄進者の感心を得るため､避けられないところがあったのだろう｡その過程で､粉本図

像が南都から持ち込まれた可能性を考えている｡粉本の中には阿弥陀如来像が6点含まれてい

るが､金色院と関わりの深い文殊像や排財天像も比較的多く含まれている｡粉本の移動に蔵坊

がどのような役割を果たしたかについては､不明な点が多いものの､忠心院と南都絵所の接点

として､金色院以外は想定できない｡

芝座は元禄期まではその命脈をたもっていたとされるが Hm､これらの粉本は貴重な財産であ

ったはずで､17世紀の初頭で途絶えた粉本の移動は､中将観英の死と関わりがあると見なければ

ならない｡どこかに､粉本の移動を促す個性が存在した可能性がある｡この時期は､興福寺と南

都絵所との関わりは希薄になっていたものの､悪心院は伽藍と由緒を確立する精力的な活動期

を迎えていた｡結果として､解体した南都絵所の粉本を伝えた忠心院の果たした役割は大きい｡

(憲海と恵心院本)

先にも述べたとおり､忠心院本模本は､洛中の山王寺で模写された｡山王寺というのは､京

都市下京区室町通仏光寺下ルにあった山王神社の別当天台宗山王寺総持院のことである｡明治

維新後廃寺となり､現在は日吉神社が同地に残るのみだが､かつては延暦寺の別院として､天

台座主によって山王祭の宵宮行事が執行された場所といわれる(叫｡

意海の山王寺での活動は弘化4年 (1847)から嘉永3年 (1850)ころまで続く｡亀福院を去
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った後､畿内に入った憲海であったが､自ら退いた豊LLlをたよることはできなかったらしい｡

どのようなってがあって､天台宗の山王寺に寄寓することになったかはわからない｡ただ､好

みのある絵仏師長谷川家が､近接するこの寺への滞在を仲介 した可能性 (51'や､意海が天台宗

の高僧の寿像を描いていることから ･̀52'､その助力を受けた可能性を想像するばか りであるoこ

の時期は能満院の仏画工房を開く前の準備期間にあたり､憲海 ･大成 ･現光 (班)の三人で300枚

を超す粉本を作 り出している｡後の能滴院工房の財産となる粉本はこの時著 しい充実をみせ､

悪心院本模本はその一角をなしたのである｡

先に長谷寺能満院所蔵の ｢天川弁才天星茶羅図｣に触れた｡中世において長谷寺は興福寺の

末であ り､大寺ゆえ､独 自の絵所も持っていたが､再建などの大事業にあっては､南都絵所が

大絵師職を受けることがあった｡文明 4年 (1472)吐田座の琳賢正有がその絵師職を要求 した

こと伽 は､背景にこうした慣習があったからである｡天正16年 (1588)11月16日にまだ年若

の中将琳賓が長谷寺本尊を描いている｡これは誰の依頼かわからないが､粉本の存在なくして

はできないことであり､能満院の天川弁才天星茶羅図の存在とともに､中世において､南都絵

所と長谷寺の間には､浅からぬ関わりを持ち続けていたと考えられる0

こうした歴史を持つ長谷寺で､憲海は青年期､研鎖を積んでいたのだから､すでに歴史のか
なたの存在ではあったが南都絵所について､耳にすることも､目にすることもあったはずであ

る｡山王寺で積極的な図像収集を行ううち､南都絵所の粉本の存在を知った憲源が､かつての

縁に思いを馳せるとともに､研究の対象として強い関心を持ったことは､きわめて自然ななり

ゆきであった｡

憲海はその後､嘉永 4年 (1851)頃六角豊能溝院に移 り､仏画工房を主宰する｡図像の収集

につとめる一方で､収集 した図像をもとに､本画の制作のみならず､版によってその頒布をは

かり(55)､正統な図像の普及につとめるようになるのである.悪心院本模本には､憲海らによっ

て新たな図がおこされた痕跡をとどめたものがあ り (El録 6･8114･25)､ここには収録 し

ていないが､田村宗立旧蔵仏画粉本の中には､憲海の弟子大成が恵心院の図を参考に書 き起こ

したという ｢十一面観音像｣(弧 も遺されている.この悪心院本模本が､憲海たちの創作の源と

して大いに有益であったことは､間違いない｡意海たちは､粉本を通 じて､南都絵所の末商と

なったのである｡

(Lj三)

(1)関村 宗立 (たむらそうりゅう)184611918｡ノ斗披凶Klr部に生まれる｡京都で大雅堂清亮に南画を学び､能

満院の大願に従って仏所をff-FIE-くが､写女に接し､洋問を才E'■-1くようになる｡1880年京都冊画学校の創立に出

仕し､他宗の教員となり､1889申リ=Jtf摘草f料.'を設立｡1901年f-W西美術会の結成に参加するなど､関甜洋画

界の草分けとして活媒招｡晩年は)｣樵の号で日本画をIE.1-1いた｡能満院の旧蔵,T.71は､最終的にはⅠ那;)'宗立が保

管していたが､彼の死後jfi-族により､絵両に関するものを画学校の後身にあたる京都市立絵画専門学校

(現京都市立芸術大学)に､同番文IF類を京都Trf東山区it','桃院に%.:lI!;ilした.

(2)京都市立芸術大学芸術資料結締 r仏教図像完成一六タ(】豊能満院仏画粉本j(2004年3月､法械館)0
(3)紫雲山頂法寺は､京都府京都市中Iii'区にある天台宗の-31･l災o当L･'徳人丁の創建といわれ､本尊は如意輪観音.

西国三十三箇所第18希札所o中性以後町鬼としても機能した｡本堂が六角形であることから､六角堂の名

で知られ､本坊にあたる池坊が執行として代 経々削̀こ当たった｡能i肘掛ま境内の西北に位位したが､現在
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その痕跡はない｡

(4)福島県会津若松市にある八角神社 (やすみじんじゃ)は､大同2年 (807)創建の古拙で､中性に;'':il.名氏が
領主となって以来席代林主の比誠を受けており､その別当寺であるfa福院は砧野LLいじ､両院末であった (『新
編会津放し土記j約1巻､260頁｡1999年1)=J､歴史春秋出版株式会社)｡維新後廃寺となり､i)L在は Ĵlj神

社のみX上るO

(5)弘仁III越光院は京都Tl川l京区にある高野山真言宗の寺院｡北向き不動の辿称で呼ばれる｡隣接する基地に

大願怒tffJ'･の韮塔がある｡

(6)文化5･'Lli(1808)li>;､斎磯彦麻,'J.r図出考｣は､近世末期の芝派に関する2-日吉報を整PJ!している.歳入氏は

これら近世のT軸史を宗i'主記として批判したが､r丹青若木脆』を引用したことによる吐I=t=l座琳巧の邸跡の混入

を除けば､芝派の系図を示した王irJ:義は少なくないO参考として､坂崎JET_｢日本絵画論大系 3｣(1980咋1

月､名著普及会)により､収録しておくo

芝氏系固

芝法Illl琳賢一付従一琳IIT

芝法l収琳ItJ.5L

束大寺縁起三巻､詞寺務公順､給芝法I限琳賢､東大寺縁起苗米所記為二十巻､TrlJ一依 LJi繁多見解IJIJ之､
Iiu者倦之､仇砂丘安縮馬上｢いT三巻駕､於上巻之詞者辱被染簾翰託､披閲之ぎIJ1番修造之志者)上乗､=TL時

天文五昨月l=l勧進沙1"J#全｡

若木-1JS云､琳玄者南都宅IlH]氏之末柴也､悌家単純俳像､固長谷観音堂駅於凶天像､I)1･在召し大IIJ･lET-縁起

五巷､然作三巻琳玄関之云々､近位蔓l末iYl.:視之､後叙法恨､有二子､第二子新批玄･Hm･.人､初潮本願云々､

琳玄JE･長-/lFl=Ir牝.

東大寺大仰縁起 〔外題後奈良院､詞同･76･尊公順〕 雲中天神 〔詞政家公〕 謂1･)Ihl.L:

芝 侍 従
琳賢之姉､仰父之風格避排像有功｡〔若木集､便児〕
多F"日掛二l記云､南都紛所侍従､天止十凹iF十月十五El催Tに,EJJh 高野金堂の杜の給を1.日Lfく邸あり.

芝 琳 LiT〔侍従子〕

多IJEJ院口記云､天正十六年十一月十六日､侍従子琳賢長谷寺にて本itf1..1‡=倣て見せに氷る､抑見TlIILEE.≒比

類也､'.iif.'咋十三歳敗､凡布師部也と高野Ĵ,'J'L各栴美して棟者也とIl:]すと.

鞍に､便 主ゞ産lirl｣死とあるは此人なるべLo

芝 軌 深

〔河内似大神俳〕天神縁起 小鳥北 都像｡

(7)収蔵文=;朋村査報告ミリ=1r｢lfl川金色院｣と恋心院j(1998年3月､字ifTT7了歴史資料館)0

(8)｢｢白川令色院｣と恋心院｣(l削り注7告､lo常).

(9)｢｢白川金色院｣と憩心院｣(前掲注7台､39頁｡慶応4年 (1868)l=liJ4月､悪心院文譜114.)

(10)｢｢白川金色院｣と,LL.'.心院｣(TJiJl相法7番､15頁｡堤長5年 (1600)2)｣､恋心院文恕85｡)

(ll)｢古代 ･lllEiL.の史料にみえる亡川l｣(前掲江7譜:､5頁O原本宇治TF地)-l'i院fJ'SX.)

(12)｢古代 ･巾lu,'の史料にみえるl三川l｣(前掲注71itF､∠l頁｡｢大El本仏教全書j節119Iuro)

(13)｢｢白川金色院｣と,TE･'JL､院｣(TJ了J'掲注7苔､15頁.慶長2年 (1597)3)｣､恵心院文王i=840)

(14)｢｢白川金色院｣と山心院｣(前掲注7-吉､12fl'｡)

(15)森末並杉 rI1=r世の社寺と芸術｣(新二部第-㍍亨 南都絵所)(1941年11月吉川弘文館)､305-425頁O初出は

｢中世における南都絵所の1i)f究 (-)(二)(≡)｣(F美術研究｣第39･40･41号､1935iF:13･415)j)0Ill-.

I≡Ⅰ≡l座の粗布雌は虫部から南部に下った巨勢派の絵師であり､その名に有の字を持つことが多いO助座はそ

の庶流であり､-来院方に属したOまた小南院座の祖は尊智とされ､同じく京都から南都に下った絵師で､
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名にj-tTLの字を持つことが多いO中世､特に鎌倉期の南都絵所座については平r]:17Lir絵仏師のl時代 一研究漏j

第3車第1節南都約仏師 (1994年2月､中央公論美術出版)1251136項■にも､紫牡されている｡

(16)興福寺大来院門跡尋jLlタのI二は ｡宝徳 2年 (1450)から永正5iJi(1508)までの記録があるO(F統史料大成』
26-37､臨川軌.引

(17)大河内知之 ｢南都絵所座の後高-ll=.世末期から近lLj:初期にかけての南都の絵画の動向｣(F仏教史研究j第
34号､1998咋4月､批谷大学仏教史研究会).

(18)森末氏前掲注15=出､352-356負｡氏が琳Ii'号を吐田座の絵師と考えたIEll土Iとしては以下のようなものが挙げら

れている｡JlH]]座に琳iiJ.X房正有という絵師がいたが､彼が文n)=J5年に亡くなり､その子供春松丸が､その

名を継承 したと)乱われることから､琳賢の名が世襲の対象となったと考えたこと｡また､大乗院方に屈す

る多聞院Ilbt･俊によって記された 『多閉院日記jに天文期活動する琳田や付従にl英日つる記事が表れるにもか

かわらず､彼らを一乗院方の芝座の絵師であることをうかがわせるような記述をしていないこと｡

(19)続々日本絵沓大成 伝記 ･縁起篇6 『東大寺大仏縁起 ･二月堂縁起j(1994年8)=J､lい火公論社)

(20)芝肋座の列掛麟丸の記 した南都東大寺絵所職の記録｡天文 LI年 (1535)から元亀3!Ll三(1572)まで断片的に
記録される｡(『続々Ill=Y-一書頼従 第5記録部』､1969年9月､続押苦類従完成会)

(21)小松茂美 ｢天文咋11=りこおける東大寺の絵巻づ くり｣(注18前掲卦 収録)､164-1651日｡
(22)河原山雄氏は､｢礼全と琳思｣(『南都仏教』第43･44号､1980咋9)=j)においては､琳田を吐ElII座の絵師と
して論を進めているが､｢南都絵画の絵かきたち (一 ･二章)｣(『奈良市の絵師｣1995年3月､奈良市教育
委員会)においては､琳LfJ.Kを芝座の観重とする見解をとっているO

(23)土井実 r奈良県史 17 金石文 (下)j(1987年10月)53-55頁｡
(24)奈良市教育委員会 F奈良市の絵画31995年3月､奈良市教育委員会)124貫｡河Jl;I:I虫l,JE｢祐全と琳慣｣(r南
都仏教j第43･44号､1980J'Fi9月).1561158頁.

(25)森末氏前掲往15享し‡･､3551356頁｡

(26)渡辺里志 ｢芝琳賢の浬粟国と図像の源流-愛知 ･妙伝寺本と奈良 ･街稚拙寺本｣r美学美術史研究論集j第
20号 (2002咋)

(27)｢特別展 ひょうご 仏教絵画巡礼 -指定文化別と優品をたずねて｣(1996年7)｣､兵庫県立歴史博物館)

91-92頁｡

(28)興福寺大来院方の子院多liH院主英俊らのEl記､文明10年 (1478)から元利4年 (1618)の記録がある.(辻

幸之助編 F多FiH院Ij記j(1967年11月､角川書店))o

(29)河原氏前掲注20論文｡167頁｡

(30)河原氏前掲注20論文0169-170頁.渡辺氏前掲注24論文｡35-38頁｡

(31)近時望月IIi-.婚以後望月家累代所fl'=WJI本 (望月重延氏所蔵)中に､観炎】墨臣と思われる粉本 (孔子歓器図)

を】那 三する機会があったoその留割 ま｢慶長凶年己亥九月吉日南都給所芝喜多功中将公観炎 (花押)｣とあ

り､ラ苫約が恋心院本から ｢本云｣ として書き写 した墨書と同様の召=iJ式を見せてお り､追捕 は原本に忠実に

古き写 した可能性が高い｡

(32)『京都 ･永桃生朴林寺の名宝』展図録 (1996年4月､同展図録作成委員会)､167-168頁｡

(33)森末氏前掲注15fLt-､356-357頁o注6､大河内氏前掲論文､54155第｡｢尋憲記｣は,fH.L福寺大乗院門跡尋憲の

El記O永禄5年 (1562)から天正5年 (1577)の記録がある.国立公文豊川;,;に′)-j'-本ありO
(34)悪心院本の中に永禄元年.(1558)4月5Elの年紀を持つ ｢阿弥陀三騨来迎剛 (El録26)がある｡｢喜多坊

本｣とあるだけで､作者を確定しえないが､観裸の活動期としてはやや早いことと､署名をしない傾向が

観重に多いことを考えると､組重の作である可能性がある｡だとすれば馳丑の活動IUJは今少 し延びると思

われるが､それでもなお元亀3年は14年後である｡

(35)森未氏前掲注15iL‡-､322-323頁｡r奈良六大寺大観 第八巻 興福寺 二j(1970年12月､岩波壬｢店)､解説

44-46頁｡

(36)東京回立件物餓ほか ｢大神さまの美術｣展図録 (2001年 7月､NHKほか)､282日O

(37)朝岡興禎/太目=1誰 r増訂古画備考 三十二j(1904年6月)｢芝｣の段｡三と法服竹.Hlj､芝法‖-1､芝三河法眼

観深､芝法llRJE･舜､芝法r収､芝法llR琳田､芝侍従､芝琳貿 (侍従子)の項がある｡

(38)城田)-L.;A『秘宝 第凹巻 東大寺 上j(1969年11月､講談社)､351-352頁｡『奈良六大寺大観 第十一巻

東大寺 三j(1972年2Jl､岩波書店)､解説65-66頁｡
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(39)森末氏は賢舜を観英琳TIKの子としているが (前掲杜15む､358-359頁)､この年20歳の観英の年齢を考える

とこれは観炎の弟と見るべきであろう｡『多liulf;-Jil≡ほ己』には ｢琳照子息十七才｣とあるが､本論にも述べた

とおり､琳田は家の名として用いられた可能性もあるので､矛盾を生じない判断をとりたい｡また､この

法諒からすれば賢舜は絵所には屈さなかったと思われる｡従って､観-1非の後継は不明である｡

(40)森末氏前掲注15番､347-348頁 ･362-365頁 ･3671369頁｡

(41)r奈良市の絵画j前掲注24古､95-98頁.
(42)森末氏前掲注15譜､387-390頁｡

(43)河原氏前掲注21譜､152頁｡

(44)前掲注2譜=下巻､資料番号4005｡

(45)｢想心院の建造物｣(前掲注7譜二､40-43頁)｡

(46)F宇治市史 3j(1976坤､宇治市役所)467頁o史料は宇治†7=[役所文恵 r宇治郷留日記｣｡

(47)｢｢白川金色院｣と恋心院｣(前掲注7譜二､22頁O悪心院文部1760)

(48)｢｢白川金色院｣と忠心院｣(前掲注7む､22123頁.恵心院文恵177｡)

(49)森末氏前掲注21譜､370頁｡

(50)LLljI.寺については､秋型鮭缶 r拾遺都名所図会j巻 1｢LL庄 杜｣(天明7 (1787)年刊)､碓井小三郎 r京

都坊El誌j下巻第十-学区之部 ｢山王神社｣(大正5年 (1916))に記事があるO

(51)長谷川家は烏丸仏光寺下)I,にあり､山王寺のほほ東側にあたる.長谷川等収は憲海もI那っった文政12年

(1829)｢長谷寺版両界星茶菜:L.Il.｣開版事業で画二l二をつとめており､会津亀福院から上洛した志和は山王寺に

寄宿する直前､この長谷川家を訪れているO山王寺寄;･Ijt.;の特)gJ､怒･HI-)らは長谷川家の粉本を多数模写して

おり､親交の淡いことがうかがえる｡

(52)志和筆｢織足院米憎像｣(前掲注2む下巻､望モ料希号3075)に｢天保十一庚子正月下旬/山門頼足院様御詩

像/-如.･言蔵写｣とあり､天台僧の寿像を1F''Fl-いている｡

(53)現光については､全く伝記を欠くO詫滴 が会排亀福院を去って､怨内に入る際､関東より同行したらしい｡

その手になる模本を見れば､かなり高い技術を持っていたことがわかる｡現光に関わる粉本は約150点含ま

れており､弘化 2咋 (1845)に江戸で模写したと思われる2枚を除けば､弘化LI年 (1847)から嘉永6年

(1853)までの7年間の番号に限られている｡その6割は弘化4咋から素永2咋までの3年間で集中的に音

写されるO全体の三分の一には近隣の絵仏師長谷川家粉本からの模写であることが岩蔓蓄されていて､これ
はこのl削lJJの憲桁､大成の行動と等しい.税光は､憲.HT7.と大成が能満院に移った後は､行動を別にした形

跡があり､刺司からの画作も受けていたらしいOその仕事の受託状況から見ると､もともと､関東に緑の

ある画伯ではなかったかと考えている｡茄永6年 5月以後､その消息は不明で､亡くなった可能性もある

が､墓を伝えていないことからすれば､むしろ畿内を離れたのではないかと考える｡従って､彼は能荊院

の画伯の中には入らない｡

(54)『大乗院寺社雑事記』(前掲注15譜-)文明4年 (1472)4月10日条｡

(55)拙稿 ｢田村宗立旧蔵仏画粉本における仏教版 画について｣(『京都†l了立芸術大学芸純資料経年邦 14』2005年

3月､京都市立芸術大学芸術資料館)
(56)大成筆 ｢十一･両観音像｣､紙本白Il-1Fl､まくり､l棟o712×296cm､芽.永3年2月13日写｡塁缶に (右下墨書)

寮永三庚戊/二月九日下締作り初同十三Flニ紺地工下給付了｣大成Jl'=k｣依宇治恵心院蔵本ノ十一両観音様

二縮写之但シ非番ノ耶flJ故二不宜/清譜･不至直二下絵至也/7枚二一本山｣恕山智触法印様御挑也｣画料金

壱歩也｣(左T宣旨譜)御TrJ-r手)王御身迎春i'i至者敗不王者欺/不未也｣(右上如左肘= 十-･而｣とあるO
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恵心院本模本仏画粉本目録

*目録通番､形状､月数､法量 (センチメートル)､材質技法､

作者､筆写日､｢仏教図像衆成｣の図録番号､墨書､印影

1 五撃文殊菩薩像 まくり 1枚 718×388 紙本白描

憲海 霧永3年 (1850)1月28日 東成-2057

(右上裏墨書)文殊菩薩/獅子乗｣嘉永三庚成正月廿八日｣以宇治恵心院本/芝喜多坊琳賢

筆写｣無言戒｣

2 子島荒神像 まくり 1枚 530×384 紙本白描

憲海 嘉永 3年 (1850)1月28日 栄成一4092

(右上裏墨書)小嶋荒神｣本云天正人辰十月十八月右方芝絵所喜多坊観深筆｣以宇治悪心院

本写之｣嘉永三成正月甘八日/無言蔵｣

3 愛宕権現像 まくり 1枚 748×38.6 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)1月29日 衆成一4084

(左上裏墨書)愛宕山｣本云元利五年吉日南都左方絵所岡村大赦｣嘉永三成正月甘九日/以

宇治悪心院蔵本写之/無言蔵｣

4 地蔵菩薩像 まくり 1枚 697×27.5 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)1月30日 衆成一2108

(左上墨書)弥陀釈迦地蔵｣ (右上裏墨書)弥陀釈迦地蔵秘尊｣嘉永三成正月晦日/無言

蔵｣以宇治恵心院本写之｣本云/天文七年成二月廿日芝喜多坊｣

5 十三仏図 まくり 1枚 112.4×488 紙本白描

憲海 森永 3年 (1850)2月 衆成一1185

(右上墨書)本云/文禄三年午正月吉日/右方喜多坊琳賢｣ (右上裏墨書)十三沸/愛染

附｣以宇治恵心院本写之｣嘉永三成二月日/無言蔵｣

(末文朱円印)無言赦｣

6 排才天像 まくり 1枚 575×38.7 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月1日 緊成一2211

(左上裏墨書)縛才天｣以悪心院本写｣本云/天文末五月吉日｣嘉永三年戊二月一日無言蔵｣

7 十三仏図 まくり 1枚 982×413 紙本白描

憲海 嘉永3年(1850)2月3日 東成-1183
(右上裏墨書)十三悌/弓酎吃中尊｣嘉永三成二月三日/無言蔵｣以宇治悪心院本写之｣本
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云/天文廿二年/卯月廿三日/芝喜多坊敬重｣

(朱文末円印)無言蔵｣

8 毘沙門天吉祥天善眠師像 まくり 1枚 113.0×60.0 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月3日 究成一2199

(右上裏墨書)毘沙門天｣吉祥天/禅尼子｣本云/天文廿二丑三月三日喜多坊本｣嘉永三成

二月三日以宇治衷心院本写之/*1.t言蔵｣

(朱文朱円印)撫言戒｣

9 嘉祥大師蓄蔵像 まくり 1枚 63.9×46.3 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月3Er 緊成一3012

(右上嚢墨書)嘉祥大師｣以恋心院写本写之｣素永三成二月三日/無言蔵｣

(重郭朱文末方印)王城中晃六角堂/頂法寺内能滴院｣

(朱文朱円印)無言蔵｣

10 十三仏図 まくり 1枚 152.7×86.9 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月4日 衆成一1187

(右上裏墨書)大｣十三俳/以宇治悪心院本ヲ写也/嘉永三成二月四日/撫言蔵｣永禄八丑

九月/喜多坊観深｣慶長十四酉年五月大吉EI/南都芝之給所喜多坊中将琳賢/観英｣

(末文朱円印)無言戒｣

11 阿弥陀三尊像 まくり 1枚 113.7×638 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月5日 架成一1128

(右上裏墨書)阿弥陀/観音/勢至｣本云/筒井殿へ書之観重法眼天文十八年成卯月十三日

出来｣右以宇治悪心院本写之素永三年戊二月五日/於皇都室町通高辻上ル山王寺｣無言蔵｣

(朱文宋円印)無言蔵｣

12 阿弥陀如来像 まくり 1枚 100.1×381 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月5EI 緊成-1133

(右上裏墨書)阿弥陀｣本云琢磨法眼筆写天文八年五月吉日/芝法眼喜多坊｣宇治恋心院蔵

本写之｣嘉永三成二月五日/無言戒｣

(朱文朱円印)無言蔵｣

13 文殊菩薩善財童子像 まくり 1枚 82.0×276 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月5日 架成一2067

(右上裏墨書)文殊菩薩｣本云/天正十九年後正月八日中将｣宇治悪心院本写之｣嘉永三成

二月五日無言戒｣
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(宋文末円印)無言蔵｣

14 十一両観音像 (長谷寺式) まくり 1枚 148.5×720 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月5日

(右上裏墨書)長谷寺/十一両観世音菩薩/春日大明神/天照皇大神｣本云/天正甘年二月

吉日喜多坊｣右宇治衷心院蔵本写得之｣嘉永三成二月五日/無言蔵｣

15 地蔵菩薩像 まくり 1枚 95.0×38.4 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月5日 衆成一2104

(左上裏墨書)地蔵菩薩｣本云/慶長廿年卯六月吉日/南都芝槍所喜多坊中将観英/ (花押)｣

以宇治悪心院蔵本写之｣嘉永三成二月五日無言蔵｣

(末文朱円印)無言戴｣

16 雛才天像 まくり 1枚 854×38.3 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月5日 宋成-2210

(左上嚢墨書)排財天｣本云/天正十年午八月大吉日/右方芝喜多坊観深是ヲ作ル｣以宇治

悪心院本写之嘉永三成二月五日/無言蔵｣

(朱文末円印)無言蔵｣

17 渡海文殊菩薩像 まくり 1枚 112.5×46.4 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月6日 究成一2069

(右上裏墨書)文殊菩薩/使者附｣本云/天文十年丑六月廿日モンクワンノ筆也/喜多坊｣

右手治憲心院蔵本写得之｣嘉永三成二月六日/無言蔵｣但シ校合スベシ手本紛本ノ故ニ｣

(右墨書)八幡｣ (左墨書)春日｣ (左下墨書)善財童子｣

(朱文朱円印)無言蔵｣

18 阿弥陀如来像 まくり 1枚 77.9×384 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月7日 衆成一1136

(右上裏墨書)阿弥陀立像｣本云/東大寺念俳堂新禅院本尊二書之｣73く正十四年丑五月十九

日芝喜多坊観重法橋｣宇治悪心院所蔵本写之｣嘉永三成二月七日初午無言戒｣

(末文朱円印)無言蔵｣

19 十三仏図 まくり 1枚 112.6×43.2 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月8日 衆成一1186

(右上裏墨書)十三俳/地蔵中尊｣本云天正十九年正月日/喜多坊琳賢｣宇治悪心院蔵本写

之｣嘉永三年成二月八日/無言蔵｣

(朱文末円印)無言蔵｣
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20 高野四社明利個 まくり 1枚 1070×380 紙本白描

憲海 幕永 3年 (1850)2月8日 衆成-4053

(上裏墨書)高野四所明神｣本云天正廿一年壬辰二月吉日/芝絵所喜多坊観深/慶長七年寅六

月吉日南都芝絵所右方喜多坊中将観英｣宇治悪心院蔵本写之｣嘉永三庚成二月八日無言蔵｣

(朱文朱円印)無言蔵｣

21 文殊菩薩普賢菩薩像 まくり 1枚 38.0×49.1 紙本白描

憲海 嘉永 3年 (1850)2月9日 架成-2072

(右上裏墨書)文殊普貿｣ (上裏墨書)本云/慶長十四年酉九月吉Jj大坂御城ノ茶ノ湯被

成候節御誹ニテ｣右方南都芝之絵所喜多坊中将公観英｣嘉永三成二月九日無言蔵写之｣宇

治悪心院所蔵本二有之｣

(末文朱円印)無言蔵｣

22 聖観音像 まくり 1枚 428×274 紙本白描

憲海 霧永3年 (1850)2月9日

(左上裏墨書)正観世音菩薩｣宇治恋心院本写之｣嘉永三成二月九日無言蔵｣

(朱文末円印)撫言蔵｣

23 地蔵菩薩像 まくり 1枚 104.5×37.8 紙本白描

憲海 霧永3年 (1850)2月9日

(右上裏墨書)地蔵菩薩｣弥陀釈迦地蔵｣本云芝喜多坊本也｣右手治憲心院蔵本写之｣嘉永

三庚成二月九日/無言蔵｣

(朱文朱円印)無言蔵｣

24 不動明王像 まくり 1枚 44.7×27.5 紙本白描

憲海 嘉永 3年 (1850)2月 9EI 究成-2131

(左上裏墨書)不動尊｣宇治悪心院本写之｣嘉永三成二月九日/無言蔵｣

(朱文集円印)無言蔵｣

25 両宝童子像 まくり 1枚 112.5×440 紙本白描

憲海 ･宗立 嘉永 3年 (1850)2月 9日 衆成-4019

(右墨書)頼錬石集上本初こ云古来ノ侍二云曹塔徳菩薩也弥勘菩薩ノ異名也｣胎蔵ノ大日如

来ナリ頂上二戴キ玉フハ両部大日ノ三昧耶形即海底ノ大日ノ印文 トハ是ナリ｣密教擁護ノ

天尊ナリ｣(左墨書)大師年譜九/十九左｣正月十六日往詣勢州朝熊ノ獄ニ/修ス求閉持ノ

法ヲ而有神臨又創/金剛謹寺ヲ｣朝熊山儀軌其ノ略二云天長二年乙巳正月十六日巳刻入朝

熊山二見堂舎ヲ勿レハ人ノ住桂根擢朽無ク燈油ノ光俳壇闇ク稀ナリ人通云々大師白日鳴呼

善哉今乗此ノ山二依テ求聞持ノカ奉値大神宮ニロロ秤虚空蔵大菩薩ヲ落涙洗滴衣袖二誓言
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於末世二求間持ノ行者汲○○字間伽井ノ水ヲ/休浴明星水云々/朝熊ノ森二有池連珠池 卜

云□橋連珠橋 卜云々大神託/日以テ雨宝童子ヲ可為此山ノ語法 卜時二御免二八十種好ヲ身

こ著白衣ヲ右ノ御手二宝棒ヲ逆手ニシ左ノ手二持ス赤色宝珠ヲ云々ホノ時大神在シ童子ヲ

摩頂シ自リ口吐五輪ヲ居童子ノ頂上ニ/虚空蔵自リ御口吐キ白色ノ宝珠ヲ授ク童子ノ額二

云々｣(面貌部貼紙墨書)文久酉十月十七日十六才宗立蔵｣(上裏墨書)雨宝童子｣本云/

長禄十三年正月吉日芝絵所喜多坊侍従公観深/御くしの深色と易者ノ挑被申間此本ヲ作り

中也｣宇治悪心院本写之｣嘉永≡庚成二月九日/無言戴｣

(朱文末円印)無言戒｣

26 阿弥陀三尊来迎図 まくり 1枚 149.0×78.7 紙本白描

憲海 嘉永 3年 (1850)2月10日

(右上裏墨書)弥陀三尊｣本云/下河内大念俳本尊｣永禄元年卯月五日/喜多坊本｣宇治恋

心院蔵本写之｣嘉永三成二月十日/無言蔵｣

(末文朱円印)無言戒｣

27 地蔵菩薩像 まくり 1枚 131.2×480 紙本白描

憲海 嘉永 3年 (1850)2月10日

(左上裏墨書)地蔵菩薩｣本云天文廿三寅六月十一日喜多坊｣宇治悪心院蔵本写得之｣嘉永

三年戊二月十日無言蔵｣

(朱文末円印)無言就｣

28 地蔵菩薩像 まくり 1枚 796×275 紙本白描

憲海 嘉永 3年 (1850)2月10日

(右上裏墨書)地蔵菩薩｣弓鋸吃釈迦地蔵｣本云/天正十六年ノ∪ヨ吉E仲 将｣宇治恵心院蔵本

写之｣嘉永三成二月十日無言蔵｣

(朱文朱円仁11)無言蔵｣

29 地蔵菩薩像 まくり 1枚 928×37.8 紙本白才嗣炎彩

意梅 素永 3年 (1850)2月10日 栄成一2102
(右上衷墨書)地蔵菩薩｣本云/大永四年三月日｣宇治恋心院本写之嘉永三成二月十日/樵

言蔵｣

(宋文末円印)無言蔵｣

30 排才天十五童子像 まくり 1枚 87.1×38.1 紙本白描

憲海 素永3年 (1850)2月10日 栄成一2216

(右上裏墨書)此本字治悪心院蔵/嘉永三庚戊二月十日写得之/無言蔵｣芹字才天｣十TL童子

各持如意珠/龍狐含宝珠｣本云/天文十四年三月吉日喜多坊｣ (左上墨書)海中龍宮ノ宝
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珠 ト/精進峯ノ宝珠 卜異食不二｣

(朱文朱円印)無言戒｣

31 蔵王権現像 まくり 1枚 88.7×43.7 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月10日 米成一4050

(左上裏墨書)吉野蔵王権現｣本云/天文八年亥二月十九日観重｣右宇治恵心院本写｣嘉永

三年二月十日/無言蔵｣

(朱文末円印)無言戒｣

32 十三仏図 まくり 1枚 1480×64.6 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月11日 衆成一1189

(右上袈墨書)十三俳｣本云/慶長十匹｢酉年五月大吉日大坂御城五泉坊御挑/南都芝之絵所

喜多坊中将琳賢観英｣右宇治悪心院蔵本写之了/粛永三庚成二月十一El無言蔵｣

(宋文朱円印)無言蔵｣

33 阿弥陀三尊来迎図 まくり 1枚 82.9×37.9 紙本白描

意海 嘉永3年 (1850)2月12日

(右上裏墨書)弥陀三尊｣本云/芝絵所喜多坊｣宇治恵心院蔵本写之｣嘉永三成二月十二日

雑言蔵｣

(朱文末円印)無言戴｣

34 毘慮遮那如来像 まくり 1枚 1117×832 紙本白描

意海 嘉永3年 (1850)2月12日 米成一1163

(上墨書)南都大柳殿｣ (右墨書)如意輪観自在菩薩｣ (左墨書)虚空蔵菩薩｣ (下墨

普)粗陸釈/五十/左/イ州法 卜者是金剛薩極｣疏こ金剛手即釈迦 卜故二金剛手ヲ為仏宝｣
法曹 卜者槻自在菩薩/佃野 卜者是 レ虚空蔵菩薩ナリ此ノ三筋ハ者皆ナ従 リ毘慮避那心ノ菩

提心中流出亦ハ名ク三法兄弟 卜以事ヲ顕理ヲ也｣三兄弟 卜者是 レ兜王那羅延摩賄首羅之異

名也/此≡天ハ表ス仏法中ノ三宝三身ヲ｣ 胎抄云観音ハ法宝虚空蔵僧宝釈迦ハ桃宝也｣虚

空蔵僧宝ノ事南方ハ西里茶羅東方畳茶羅コノ中両部不二也｣憎ハ和合ヲ為義 卜故二南方虚
空蔵ヲ為憎宝 卜也又南方ハ万行ノ方也僧ハ以行徳 ヲ為義也｣

(右上裏墨書)大棚殿｣三野本尊｣本云天文五年申十一月日/ユウセン上人｣右宇治悪心院

蔵本写之｣嘉永三成二月十二日無言戒｣

(末文朱円印)撫言戒｣

35 六地蔵像 まくり 1枚 112.0×457 紙本白描

憲海 嘉永3年(1850)2月13El 架成-2115
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(上墨書)修羅道｣ (右墨書)人道｣畜生道｣餓鬼道｣ (左墨書)天道｣地獄道｣ (右

上裏墨書)六地蔵｣本云/天正九巳十月十八日/芝絵所/喜多坊観深｣宇治悪心院蔵本写

之｣嘉永三庚成二月十三日無言蔵｣

(朱文朱円印)無言栽｣

36 僧形八幡神像 まくり 1枚 112.6×59.8 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月13日 舞成一4012

(右上袈墨書)八幡大菩薩｣本云/元和元年卯十一月四日芝絵所喜多坊中将｣宇治衷心院蔵

本写之了/嘉永三庚成二月十三日/無言蔵｣

(朱文朱円印)無言戴｣

37 阿弥陀如来像 まくり 1枚 118.7×88.1 紙本白描

憲海 業永3年 (1850)2月14El 策成一1119

(左下袈墨書)宇治恵心院蔵本云芝喜多坊観深｣首麻里茶羅中尊｣嘉永三成二月十匹1日/堰

言蔵｣

(朱文集円印)無言戒｣

38 桝才天十五童子像 まくり 1枚 97.2×461 紙本白描

憲海 嘉永3年 (1850)2月15日 宋成一2215

(左上墨書)左第一宝珠弓輪ホコ｣右勧箭カキ棒｣ (左上衷墨書)排財天｣宇治悪心院本

云/芝喜多坊｣嘉永三年成二月十五日無言蔵｣

(朱文朱円印)無言蔵｣

39 十三仏図 まくり 1枚 123.2×68.2 紙本白描

憲海 幕永3年 (1850)2月18日 緊成一1184

(右上衷墨書)十三俳｣宇治恵心院本云永禄八丑九月吉日/喜多坊観深｣嘉永三年成二月十
八日無言蔵写｣

(朱文朱円仁11)無言戴｣
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